予算要求資料
平成29年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：スポーツ振興対策費
	事業名　全国健康福祉祭派遣事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　清流の国推進部　地域スポーツ課　地域スポーツ係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：058-272-1111（内 2954）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11172@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　 13,693千円（前年度予算額：8,313 千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	8,313
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,313

	要求額
	13,693
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	13,693

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）

全国健康福祉祭への選手団派遣を通じて高齢者の健康の保持増進、社会参

　　加及び生きがいの高揚を図り、ふれあいと活力のある長寿社会の形成を促す。

＜全国健康福祉祭＞

高齢者の生きがい、健康づくり及びふれあい交流に寄与することを目的に、毎年度全都道府県及び政令指定都市が参加。内容は、各種スポーツ競技や文化交流大会、美術展の開催など。

＜第３０回大会概要＞

ねんりんピック秋田2017
主　　催：秋田県、厚生労働省、（一財）長寿社会開発センター

開催期間：平成２９年９月９日（土）～１２日（火）

場　　所：秋田県内各地（秋田市など１７市町村）

種　　目：全２６種目（卓球、テニス、グラウンド・ゴルフ、囲碁など）

（２）事業内容
        ・全国健康福祉祭への大会参加旅費等　　　　　旅費　　 412千円

・全国健康福祉祭への選手団派遣業務等　　　　委託費13,281千円
【負担割合】

	区分
	県負担（財団負担）
	参加者負担

	選手
	大会参加料
	全額
	-

	
	交通費
	往路の経費
	復路の経費

	
	宿泊費
	一泊4,000円
	一泊4,000円
を超える額

	
	ユニフォーム
	１/２
	１/２

	
	昼食代等
	-
	全額

	役員派遣経費
(交通費、宿泊費、ユニフォーム等)
	全額
	-


（３）県負担・補助率の考え方

県１０／１０
（４）類似事業の有無
　　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	412
	全国担当係長会議、岐阜県役員大会参加旅費等

	委託料
	13,281
	大会申込み、出場選手の調整、引率等

	合計
	13,693
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）国・他県の状況

平成１８年度の国庫補助負担金の一般財源化以降も、各都道府県にて同様の事業を実施している。

（２）後年度の財政負担

今後も継続的に選手団を派遣し、高齢者の健康増進の普及支援を推進していく。

（３）その他
平成３２年度、本県において第３３回大会を開催。

事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	スポーツ等を通した健康・体力づくりを推進し、高齢者のいきがいづくりにつなげる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	高齢者のいきがいづくりとして、毎年、選手団を派遣することが事業の目的であり、指標を数値化することができないため。


（平成28年度の取組）

	＜大会概要＞

開催期間：平成２８年１０月１５日（土）～１８日（火）

　開催場所：長崎県内各地（長崎市、諫早市など１５市町）
　開催種目：全２６種目（卓球、テニス、グラウンド・ゴルフ、囲碁など）
＜事業主体＞

　事業主体：県　(財)岐阜県教育文化財団に委託


（平成28年度の成果）

	・岐阜県選手団139名を大会開催地の長崎県へ派遣。

・ねんりんピックＰＲとして大会記録誌を作成。




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

〇

	本大会を目標にすることで高齢者のいきがいづくりにつながる。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

〇

	　第１回大会から毎年、岐阜県選手団を派遣してきた実績からも、毎年、安定的に選手団を派遣している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

〇

	　実績とノウハウを有する岐阜県教育文化財団に委託することで、関係競技団体との協力・信頼関係も厚く、事業の効率化が図られている。


（今後の課題）

	今後も安定的に選手団を本大会に派遣する。



（次年度の方向性）
	今後も安定的に選手団を本大会に派遣する。




